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東自教労組組合員の皆さん、

新年あけましておめでとうございます。

新しい年を迎えて、気持ちを新たにこの一年間、

奮闘して行くとともに、仲間の皆さんのご健康と

ご多幸を心よりお祈り申し上げたいと思います。

昨年、日本は平和憲法を守り戦後７０年の節目を迎えた年に、安倍政権は憲法無視の戦

争法案（安保関連法案）を成立させ、いずれ必ず日本が戦争する国になる道筋を築き上げ

ました。私たちは、この法案に断固反対し、真の平和と民主主義を守る労働運動を世論と

共に展開していかなければならないと考えています。安倍内閣は安保法案が成立するとと

もに法案を覆い隠す要に景気回復に期待する国民の支持をつなぎとめる如く一億総活躍社

会をスローガンに打ち出し国民の目を新三本の矢にそむけようとしています。

東自教の１６春闘、構造的不況という状況は私たちの力だけでは足りることはありませ

ん。構造的不況の中でいかに知恵を出し生涯職場に結びつくことが出来るかが改めて問わ

れる年です。

大いに、皆で学習し、理論武装し結果が残せる年にできるように組合員全員の力を

結集し共に頑張りましょう。

2016年1月1日

東京自動車教習所労働組合

皆で学習し、結果が残せる年に！



12月６～７日、伊豆長岡・ニュー八景園

に、東京、埼玉、千葉、京都、大阪から39

名が参加し開催しました。基調講演では、

北尾事務局長の「組織拡大の重要性」、蒲

田弁護士は「戦争法の成立と雇用規制の改

革の動き ～私達は何をなすべきか～」を

講演して貰いました。分散会では各職場の

職場政策を主な議題として論議してもらい

ました。参加にあたっての感想では、２日

間、自身の今後の組合活動にとって、とて

も有意義な時間を過ごせた。」「実際に意

見交換をすることにより、より連帯感を持

ち、組合の重要性を再確認できた。」「東

自教の枠を超えて話が出来たことが良かっ

た」「分散会により、他の教習所の現状、

職場政策、取り組み等を知ることが出来て、

とても勉強になることばかりでした」など

の意見を頂き、成功裡に終わったと総括し

ました。
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自教業界で働く仲間の皆さん、新年あけましておめでとうございます。

今年の干支は丙申ですね。ある人に言わせると、「形が明らかになり、固まっていく。」

そんな年だそうです。昨年は乙羊。「木が土に対して根を張る。即ち、何かがはじまる。」

年だったそうです。

そう言われてみると昨年は、政治の世界では安倍政権が民意に背いた法案を成立させ、

業界では改正道路交通法が公布されました。

なるほど、今年はそれらを明らかに、固めていかなければいけない年だと言うことでしょ

う。そのために、私たちは多くの仲間に声をかけ、力を合わせていかなければいけない

のです。

2016年 安心して暮らせる社会の実現と、私たちの要求前進に向けて、この一年を共

に頑張りましょう！

日通自動車学校教習所労働組合

執行委員長 細川 一廣

要求前進に向けて、

この一年を共に頑張りましょう！

第１０回共同センター全国交流集会開催
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今回、第10回自教労働者全国交流集会に

初めて参加させて頂き、色々な事を学ぶこ

とができました。

1日目の基調講演では、今後の教習所が閉

鎖にならないように、将来展望や経営政策

の必要性、組織拡大の重要性が学ぶことが

できました。また、蒲田弁護士先生の戦争

法や雇用規制の問題などマスメディアより、

詳しくかつ分かりやすく話を聞くことがで

きました。

分散会では各教習所の職場政策や休日に

ついての現状など意見交換ができました。

また、大自教や京自教の人たちと意見交換

をすることで、より広く教習所の情報を知

ることができました。

東自教労組 王子支部 渡邉 嵩大

全国交流集会は二回目の参加でしたが、

大変有意義な二日間でした。

一日目は、全国で入所が減少している中、

共存共栄ではなく教習料金の値下げが続く

弱肉強食の企業間競争と厳しい現状になっ

ています。我々が生き残る為には、組織拡

大が重要であることを認識しました。

また、戦争法の成立、雇用規制改革等、我々

労働者に対して急速かつ抜本的に厳しい国

になろうとしている話を聞き痛感しました。

二日目は、交流を深めながら各職場の政策

やアイディア等を聞くことが出来て参考に

なることが多々ありました。

集会で勉強した内容を踏まえ、組織拡大、

組合活動に取り組んで行きたいと思います。

日通労組 武内 誠
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『今年も熱男』
中央支部では、仕事始めとなる1月6日に

旗開きを行いました。新しい年の始まりに

組合員相互の団結を深めるため、普段から

路上教習で気になっていたお好み焼き屋さ

ん「お多福」にて開催いたしました。おい

しい食事を囲み、お酒も入り、甘党の組合

員には極めつけのデザートも付けて大いに

盛り上がりました。

今年も教習生の為、社会の為、地域の子

供たちの未来を守る為、熱い意見を自由に

出し合い、それらをかけ合わせてより良い

形で一致団結できればと思います。（具と

小麦粉をいっしょにかけ合わせて作るお好

み焼きのように）

たくさん飲み食いしましたが、『安心し

て下さい!!』

翌日二日酔いの組合員は一人もいませんで

したよ！・・・笑

今年も中央支部一丸となって奮闘してい

きますので宜しくお願い致します。

（中央支部 岩瀬達彦）

大幅賃上げで、
社会水準並みの賃金・労働条件を確保しよう！

日 時 １月２７日（水）

場 所 台東一丁目区民館

参加者 各支部２名程度

16春闘討論会


